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祝 　
令
和
２
年 

成
人
式

な 

と 

り

お  

ぎ 

の     

そ  

う  

た

 

ほ   

の   

か

か
わ
ぐ
ち

！

■
新
成
人  
平
成
11
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　  

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

１
月
12
日
、
桃
源
文
化
会
館
に
お
い
て

令
和
２
年
南
ア
ル
プ
ス
市
成
人
式
が
挙
行

さ
れ
、
８
６
３
人
の
新
成
人
が
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
華
や
か
な
振
袖
や
袴
、
真
新

し
い
ス
ー
ツ
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

が
集
い
、
同
級
生
や
恩
師
と
と
も
に
二
十
歳

の
門
出
を
喜
び
あ
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、新
成
人
を
代
表
し
て
、川
口

大
輝
さ
ん
（
櫛
形
中
学
校
出
身
）
と
中
澤

帆
乃
香
さ
ん
（
白
根
御
勅
使
中
学
校
出
身
）

が
成
人
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荻
野
総
大
さ
ん
と
名
取
み
ふ
ら

さ
ん（
若
草
中
学
校
出
身
）か
ら
は
、
力
強

く
誓
い
の
言
葉
が
宣
誓
さ
れ
、
新
成
人
と

し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

だ 

い 

き

な
か
ざ
わ



3



4

マイナンバーの記載　＋　本人確認書類の提示　が必要です
申告手続きには、毎年

申告にはマイナンバーが必要です
税の申告がスタート

本人確認書類

◆マイナンバーカードをお持ちの方

◆マイナンバーカードをお持ちでない方

マイナンバーカードのみで本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

番号確認書類
・マイナンバーの通知カード
・住民票または住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるもの）
　　　　　　　　　　　　いずれか 1つ

身元確認書類
・運転免許証　・健康保険証
・パスポート　・障害者手帳
・在留カード
　　　　　　などのうちいずれか 1つ

令和元年分所得税確定申告について
受付期間・会場
●甲西支所　南アルプス市役所甲西支所 ２階会議室　
　　　　　　２月17日（月）～２月 28日（金）　受付時間 ８時 30分～ 16時　２月19日（水）は 18時まで受付

●白根支所　南アルプス市健康福祉センター（かがやきセンター）　２階会議室
　　　　　　３月３日（火）～３月 16日（月）　受付時間 ８時 30分～ 16時　３月４日（水）は 18時まで受付

※いずれも土・日・祝日を除く。ただし、休日の開催は、３月８日（日）に白根支所で行います。
※３月２日（月）は、会場移設のため相談受付はありません。

　市の申告会場では、税務署の職員ではなく市の職員が相談や申告書の仮収受を行っています。そのため、一部の申告については税務署
での申告をお願いすることがあります。
　また、申告の内容により受付順番と相談順番が前後することがあります。あらかじめご承知おきください。
　内容を確認した上で受付しますので、提出のみの方は直接税務署への提出をお願いします（税務署へは郵送での提出も可能です）。

公的年金等を受給されている方へ
公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、かつ公的年金等以外の所得金額が20万円以下である場合は、所得税の確定申告を
する必要がありません。（ただし、公的年金以外の所得金額が20万円以下でも住民税の申告は必要です）
★所得税の還付を受けるには、確定申告書を提出する必要があります。

市役所で確定申告される方へお願い
①確定申告は、ご自身で行う申告となっています。事業をされている方等、確定申告書に収支内訳書の添付が必要となる方は、必ず事前
に作成してからお越しください。
②医療費控除を受ける方は、「医療費控除の明細書」を必ず事前に作成してからお越しください。
　（明細書は税務課・各窓口サービスセンターで配布しています。また、国税庁のホームページからのダウンロードも可能です。）
③添付書類に不足がある場合は受け付けできません。必要な書類を忘れずにお持ちください。
④青色申告の方や譲渡所得（株式譲渡を含む）、先物取引、雑損控除等がある方は相談受付できませんので、甲府税務署での申告をお願いします。

甲府税務署による確定申告書作成会場
期　間　２月 17 日（月）～３月 16 日（月）
時　間　９時～ 16 時（受付８時 30 分～）
　　　　※土日祝日を除く
場　所　甲府税務署　
　　　　甲府市丸の内 1－1－18　甲府合同庁舎
　　　　※休日の開催日は、２月24日（月）と３月１日（日）
　　　　　の２日間です。
お問合せ：甲府税務署　TEL（２５４）６１０５

税務署職員等による確定申告相談会
開催日　２月６日（木）
時　間　10 時～ 12 時、13 時～ 16 時　
場　所　南アルプス市地域防災交流センター（消防本部）
　　　　２階多目的ホール
会場が混雑している場合には、受付を早めに締め切る場合があります

が必要です。＋

所得税 ３月16日（月）
贈与税 ３月16日（月）
個人消費税 ３月31日（火）

令和元（2019）年分
の申告・納税の期限

２月の会場が昨年と違います。
ご注意ください。
○甲西支所（×地域防災交流センター）

２月の会場が昨年と違います。
ご注意ください。
○甲西支所（×地域防災交流センター）
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令和２年度
市民税・県民税・国民健康保険税の申告について
令和２年１月１日現在で、市内に住所を有する方が、前年中（平成 31 年１月１日から令和元年 12月31日まで）の所得を
申告します。※所得税の確定申告とは異なります。
収入のなかった方（扶養されていた方や遺族年金・障害年金受給者、その他就職活動中の方等）も必ず申告してください。
【申告期限  3月16 日（月）】

申告される方へのお願い
❶　申告書はマイナンバーをご記入のうえ、本人確認書類、印鑑と一緒にお持ちください。
❷　生命保険料（個人年金・介護医療保険料を含む）・地震保険料・国民年金保険料等の控除を受ける場合は控除証明
書を忘れずにお持ちください。

❸　営業所得、農業所得、不動産所得のある方は、収支明細を申告書裏面の収支内訳欄に必ず記入してください。（内訳が
書ききれない方は、税務課・各窓口サービスセンターに収支内訳書の用紙がありますのでご利用ください。）

❹　医療費控除を受ける方は、「医療費控除の明細書」を事前に作成してからお越しください。
　　（明細書は税務課・各窓口サービスセンターで配布しています。）
❺　障害者控除を受ける場合は、対象の方の手帳または障害者控除対象者認定書をお持ちください。
❻　給与所得のある方は「給与の源泉徴収票」、公的年金所得のある方は「公的年金等の源泉徴収票」をお持ちください。

申告をする必要がない方
次のいずれかに該当する方は、住民税の申告が不要です。（年齢は１月１日現在）
①　収入が公的年金等のみの 64 歳以下の方で、年金の収入金額の合計が 98 万円以下の方
②　収入が公的年金等のみの 65 歳以上の方で、年金の収入金額の合計が 148 万円以下の方
③　収入が公的年金等のみで、公的年金等の源泉徴収票の内容に控除（扶養・障害・寡婦・寡夫控除、生命保険料控除等）
を追加しない方

　※①②③であっても遺族年金、障害年金のみの方は申告が必要です。
④　収入が給与所得のみで、年末調整した給与支払報告書が会社などから市役所に提出されている方。
　※年末調整がされていない方でも、市役所に提出された給与支払報告書の内容に控除を追加しない場合は申告の必要
はありません。

⑤　所得税の確定申告書を提出する方

その他
住民税申告書がお手元にない場合は、税務課・各窓口サービスセンターで申告書をお受け取りください。
なお、平成 30 年分の確定申告書を提出した方には、住民税の申告書を送付していません。

お問合せ／税務課  TEL 282-7379

◆申告がない場合、国民健康保険等各種保険料の算定に影響を及ぼす可能性があります。
　また、所得証明書等を即時発行できない場合がありますのでご注意ください。
◆申告相談窓口は大変混雑しますので、あらかじめ必要書類をご確認の上、ご自身で申告書の記載（自己申
告）ができるようにしてください。

住民税（市民税･県民税）申告出張相談受付について
税務課職員が各窓口サービスセンターで相談受付をします。
期　間　２月４日（火）・５日（水）※芦安窓口サービスセンターは、２月４日（火）のみです。
時　間　８時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時
場　所　各窓口サービスセンター

郵送での提出も可能です
宛　先　〒400-0395　南アルプス市小笠原 376　南アルプス市役所　税務課市民税担当
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　平成 29 年分税申告から、医療費控除の申告手続きの際に添付する資料が、領収書から医療費控除の明細書に改め

られました。これに伴い、保険者が発行している医療費通知を添付することで「医療費の明細」の記載を省略できる

ようになりました。国民健康保険と後期高齢者医療制度では、次のとおり医療費通知を送付します。

【国民健康保険】
・これまで２ヵ月ごと（偶数月）に送付していましたが、12月受診月分を申告に使用できるよう、次のとおり、送付

月を変更します。再発行はできませんので、ご了承ください。

・令和２年度からは奇数月（11月、12月受診月分のみ２月下旬）に発送予定です。

・高額療養費等で医療費の補填となる給付の額は掲載していませんので、医療費控除の申告をする場合は、支給額を

ご自身で差引いてください。

【後期高齢者医療制度】
・昨年度は９～12月受診月分を３月に送付していましたが、申告する際に使用できるよう、今年度は９～12月受診

月分は次のとおり２月下旬に送付します。

・再発行はできますが、数週間かかりますので、ご注意ください。

・高額療養費等で医療費の補填となる給付の額は掲載していませんので、医療費控除の申告をする場合は、支給額

をご自身で差引いてください。

領収書の保管について
　医療費控除の申告手続きをする場合、申告書への領収書添付は不要ですが、領収書自体は医療費通知にかかるも

のを除き５年間保存しなければなりません。また、国民健康保険においては高額療養費の支給申請の際にも領収書

原本が必要となりますので、大切に保管してください。

お問合せ／国保年金課  TEL 282-7248

前年
12月受診月

送付月 平成31年４月 ６月 ８月 10月 令和２年1月 ２月下旬

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

税申告の対象期間令和元年度

１月受診月

送付月 ５月 ７月 ９月 11月 翌年１月 ２月下旬

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

１月受診月

送付月 令和元年７月 11月 令和２年２月下旬送付予定

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

令和２年度～

国民健康保険・後期高齢者医療制度
の医療費通知について
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インフォメーション・クリップ
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皆
さ
ん
の
ご
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）を
募
集

①
第
４
次
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
福
祉
計
画

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
時
代
に
、
地
域
社
会
が

支
え
手
と
受
け
手
に
わ
か
れ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
主

役
と
な
っ
て
輝
け
る
「
と
も
に
生
き
支
え
あ
う
地
域
づ

く
り
」
を
目
指
す
５
年
間
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
14
日
（
金
）〜
３
月
６
日
（
金
）

②
第
４
次
南
ア
ル
プ
ス
市
障
害
者
計
画

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お
互
い
の
こ
と
を

理
解
し
尊
重
し
あ
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
「
自
立
と
共
生
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し

た
５
年
間
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
12
日
（
水
）
ま
で

③
第
２
期
南
ア
ル
プ
ス
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
事
業
計
画

　

第
１
期
計
画
を
検
証
し
、
そ
の
取
組
み
を
継
続
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
全
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
社
会
の
実
現
」
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
、
５
年
間
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
12
日
（
水
）
ま
で

　

こ
れ
ら
３
つ
の
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
資
料
の
閲
覧
場
所
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

、
中
央
図

　

書
館
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
・
①
の
み
、
福
祉
総
合
相
談
課
（
新
館
１
階
）

　
・
②
の
み
、
障
が
い
福
祉
課
（
新
館
１
階
）

　
・
③
の
み
、
子
育
て
支
援
課
（
新
館
１
階
）

意
見
提
出
の
方
法

　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
様
式
は
自
由
で
す
。
提
出
い
た
だ
い
た
意
見

と
市
の
考
え
は
、
後
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

◆
広
報
令
和
２
年
１
月
号
記
載
内
容
の
訂
正

　

広
報
１
月
号
３
ペ
ー
ジ
、
市
内
で
病
児
保
育
ス
タ
ー
ト
の
記

事
で
、「
共
同
保
育
所
み
か
げ
の
森 

病
児
保
育
室
に
こ
た
す
」
の

所
在
地
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】　

八
田
地
区
六
科

【
正
】　

八
田
地
区
野
牛
島

●
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課  

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

日
　
時　

２
月
10
日
（
月
）
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　

２
月
11
日
（
火
・
祝
）
９
時
〜
16
時
30
分

場
　
所　

南
ア
ル
プ
ス
市
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
交

　

差
点
か
ら
三
田
駐
在
所
ま
で
（
県
道
韮
崎
南
ア
ル
プ

　

ス
中
央
線
：
約
１
・
１
㎞
）

交
通
規
制
に
つ
い
て

　
（
周
辺
の
交
通
規
制
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）

南
ア
ル
プ
ス
市
に
春
を
呼
ぶ

十
日
市
祭
典
２
０
２
０

●
お
問
合
せ
／
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
３
１
０
０

●
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

意
見
の
提
出
先
、
お
問
い
合
わ
せ
先

 

①
第
４
次
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
福
祉
計
画

　

〒
４
０
０―

０
３
９
５  

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所  

福
祉
総
合
相
談
課

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
０
９
５

　

Ｅ
メ
ー
ル  fukuso-pc001@
city.m

inam
i-alps.lg.jp

 

②
第
４
次
南
ア
ル
プ
ス
市
障
害
者
計
画

　

〒
４
０
０―

０
３
９
５  

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所  

障
が
い
福
祉
課

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
０
９
５

　

Ｅ
メ
ー
ル  fukushi-pc001@

city.m
inam

i-alps.lg.jp

 

③
第
２
期
南
ア
ル
プ
ス
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

　

〒
４
０
０―

０
３
９
５  

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所　

子
育
て
支
援
課

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
０
９
５

　

Ｅ
メ
ー
ル　 kosodate-pc001@

city.m
inam

i-alps.lg.jp
●
お
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
１
９
７

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
０

　 

２
月
10
日
（
月
）

・
６
時
〜
８
時
／
甲
西
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
部
学
校
給
食 

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
「
西
進
一
方
通
行
」

・
８
時
〜
18
時
／
「
全
面
通
行
止
め
」

・
18
時
〜
翌
日
８
時
／
甲
西
バ
イ
パ
ス
よ
り
南
部
学
校

　

給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
「
西
進
一
方
通
行
」、
甲
西
バ
イ

　

パ
ス
よ
り
三
田
駐
在
所
ま
で
「
東
進
一
方
通
行
」

 

２
月
11
日
（
火
・
祝
） 

・
８
時
〜
19
時
「
全
面
通
行
止
め
」

・
19
時
以
降
「
規
制
解
除
」

※

新
産
業
拠
点
施
設
の
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
す
。
新 

　

産
業
拠
点
施
設
内
に
体
の
不
自
由
な
方
の
駐
車
場
を

　

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
10
日
（
月
）、
11
日
（
火
・
祝
）
の
「
十
日
市
祭
典
」

期
間
中
は
、
交
通
規
制
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

３
号
車
「
若
草
・
甲
西
線
」
を
終
日
迂
回
運
行
し
ま
す
。

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停

　

十
日
市
場
、Ｊ
Ａ
三
恵
支
所
、
津
久
井
胃
腸
医
院

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

十
日
市
祭
典
交
通
規
制
に
伴
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
迂
回
運
行

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室  

電
話
（
２
８
２
）６
０
７
４
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　県内の障がい者とボランティアでつくる「支えあう会『ピー
チ＆グレープ』」と県アスファルト合材協会が市の協働事業の
一環として、車道と歩道の段差を解消する活動を行いました。
　この活動は、高齢者や車いすを利用する人が自由に快適に
外出できるようバリアフリー化を進めるもので、平成 23年度
に調査を行い、平成25年度から市役所周辺の市道等で施工可
能な箇所を抽出して毎年実施されていて、今年は、鏡中條地
内の37ヵ所で歩道の乗り上げ部擦り付け作業が行われました。

　この大会は、次世代を担う中学生が、日常の家庭生活や学
校生活、グループ活動等の中で得た体験を作文にし、基本的
人権を守ることの重要性、必要性について理解を深め、豊か
な人権感覚を身につけてもらうことを目的に昭和56年から開
催されています。
　今回は、「子どもに関する問題」、「障害のある人に関する問
題」、「戦争と平和」をテーマとした作品など 3,251編の作品
が寄せられ、その中から甲西中学校３年生の村松くるみさん
が優秀賞を受賞しました。

　この顕彰事業は、男女共同参画社会の推進および少子化対
策における活動を、より一層推進していくことを目的に実施
されています。
　今回、市内を中心に活動している３名の女性クリエイター
チーム「南アルプス LOCO」が活動賞を受賞し、市長へ報告
しました。地域と密着した町おこしイベントや PR 活動など、
住民目線による活動が南アルプス市に元気を与えています。
このような活動が、活躍する女性のロールモデルとなってい
て、南アルプス市に「アイデアいっぱいのハッピー」を届け
る団体として評価されました。

協働事業で車道と歩道の段差を解消

第39回全国中学生人権作文コンテスト 
山梨県大会で優秀賞受賞

公益社団法人 程ヶ谷基金男女共同参画・
少子化関連顕彰事業で活動賞受賞

 12月８日    12月８日    日

 12月 13日    12月 13日    金

 11月 14日    11月 14日    木
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　毎年恒例の「かきまつり・まいもん朝市」が総合交流ターミ
ナル・ハッピーパークで開催されました。
　南アルプス市との姉妹都市である石川県穴水町から産地直送
された新鮮な牡蠣や海産物などが販売されたほか、先着500人
にはイカが無料で配布されました。会場では、開始前から大勢
の人たちが特産品を求めて行列を作っていました。炭火焼コー
ナーでは、買い求めた海産物をその場で焼きながら味わって楽
しむ人たちの姿が見られました。

　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社が、自然保護等に取
り組む自治体や団体に対し、毎年、寄付金を贈呈していて、本
年度、南アルプス市がユネスコエコパークの理念に基づき、自
然保護や自然環境教育など様々な事業を実施していることか
ら、支援団体に選定され、寄付金30万円が寄贈されました。
　市立美術館で行われた寄贈式では、山梨支店の吉田支店長か
ら金丸市長に目録が手渡されました。寄付金はユネスコエコ
パークの啓発活動の一環として、市立美術館で開催の企画展「山
梨の日本酒展」（２月２日まで）に活用されます。

かきまつり・まいもん朝市

あいおいニッセイ同和損保から
寄付金の寄贈

 12月14日    12月 14日   土

 １月10日    １月10日    金

南アルプス市消防団出初式
 １月５日    １月５日    日

　南アルプス市消防団の出初式が桃源文化会館で行われました。
　櫛形分団の　刀浩司副分団長の総指揮のもと行われた今年
の出初式には、市内６分団から716人の消防団員が参加しま
した。
　式典では、消防庁長官報償など、長年消防団活動に携わり
力を尽くしてきた 298人が表彰を受けました。式の最後には、
山梨県消防協力会南アルプス支部の樋川良雄支部長が音頭を
とり、防災・防火への決意を新たに、全員で万歳三唱を行い、
令和２年の活動に向け気持ちを引き締めていました。
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お問合せ／介護福祉課  TEL 282-7347
　

 

　
市
内
各
地
で
始
ま
っ
て
い
る「
地
域
支
え
あ
い
協
議
体
」

活
動
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
、令
和
元
年
12
月
４
日（
水
）

に
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て「
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く

り
実
感
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
、お
よ
そ
２
６
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
ハ
ピ
ネ
ス
代
表
理
事
の
土
屋
幸
己
氏
に
よ
り
、「
地
域
の

支
え
あ
い
活
動
を
広
げ
る
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る 

〜「
地
域
支
え
あ
い
協
議
体
」〜

「
地
域
支
え
あ
い
協
議
体
」と
は
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
も
、「
私
た
ち
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
」を

み
ん
な
で
考
え
る
場
で
す
。

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
人
と
人
が
支
え
あ
い
、助
け
合
い
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
、住
民
同
士
で
支
え
あ
う
」、

「
地
域
で
の
課
題
解
決
の
た
め
に
話
し
合
う
場
で
あ
る
協

議
体
」、「
行
政
が
や
る
べ
き
支
援
」す
べ
て
が
連
携
し
、で
き

る
こ
と
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、大
阪
府
岬
町 

第
１
層
協
議
体 

副
委
員
長
の

竹
本
靖
典
氏
に
よ
る
協
議
体
活
動
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。岬
町
の
協
議
体「
ど
な
い
し
た
ら
え
え
ん
会
」

の
活
動
に
つ
い
て
、竹
本
氏
は
落
語
調
で
発
表
し
、笑
い
と

と
も
に
、共
感
や
感
動
を
参
加
者
に
届
け
て
い
ま
し
た
。岬

町
で
は
、「
誰
か
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
自
分
た

ち
の
た
め
な
ん
だ
！
」と
い
う
思
い
で
、住
民
が
楽
し
く
本

音
を
話
す
場
「
地
域
を
知
る
Ｂ
Ａ
Ｒ
」が
開
設
さ
れ
、様
々

な
地
域
活
動
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、参
加
者
は
、支
え
あ
い

の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。市
で

は
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、住
民
・
各

種
団
体
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
行
政
が
連
携
し
て
、「
地
域

支
え
あ
い
協
議
体
」の
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。協
議

体
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、各
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
活
動
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。希
望
さ
れ
る
方
は
介
護

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市内各地の協議体の様子・協議体の必要性をまとめたDVDを、
介護福祉課と社会福祉協議会の協働により作成し、当日披露し
ました。DVDは貸し出し可能です。ぜひご覧ください。

参加された皆さんからたくさんの意見をいただきました。

 はじめて参加しました。
知らないことが
たくさんあった！

 

 

南アルプス市で
この活動が大きく
広がってほしい

 

自分の地域でも始めたい…
周りの人との温度差を解決して
いくことが重要だけど、難しい

 

 

や
す
の
り

ゆ 

き 

み

大阪府岬町の協議体「どないしたらええん会」の活動事例を
発表する竹本靖典氏

継続！
まずは行動！

 
 

私も何らかの形で
参加したい。
広く広報活動を！

 
 



　日本版画協会が20世紀の最後に21世紀へのメッセージとして、国際都市・東京の
情景を10年かけて１００名の作家により１００景を完成させた「東京百景」。
　それぞれの作家が独自のイメージと個性でとらえ、様々な版画技法で制作しています。
　今展では、１００点の作品のうち１９９５年～１９９９年にかけて制作された、山梨県出
身の斉藤武士・遠藤竜太などの作品を含む50点を展示し、刻 と々変化を続ける東京
をお楽しみいただきます。

コレクションによる TOKYO 21世紀へのメッセージ
 

『あなたがおおきくなるひまで』   
絵／ナオコ・ストゥープ　　文／ケイト・バンクス  
出版社／岩崎書店　　

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　羽柴秀吉と千利休に雇わ
れ、謀反人と逃げ延びた敵を
探す旅をする曾呂利新左衛
門は、信長に反旗を翻し逃走
する荒木村重を偶然捕らえた。
この首の価値はいかに…。
著者初の長編歴史小説。

　厳しい冬を迎え
た北極。お母さんと
はぐれてしまったお
おかみのこは、一匹
のしろくまに出会い
ます。しろくまはお
おかみのこに、生き

るための知恵を教えてやり…。やさしさが命のよう
にめぐり続ける絵本です。３～５歳から

10:30～

八田ふれあい図書館  TEL 285-5010

白根桃源図書館  TEL 284-6010

わかくさ図書館  TEL 283-1501

甲西図書館  TEL 282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／３・10・11・17・24・28日  

芦安分館

TEL 282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00
※11日（火）は祝日のため休館

中央図書館

TEL 280-3300

平日 9:30～19:00

土・日･祝 9:30～17:00

休館日／12・25・28日　

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

２月８日（土）～４月５日（日）  

　月のイベントスケジュール
４日（火） 19日（水）７日（金）

25日（火） 26日（水）

『首』 
著／北野武　　出版社／KADOKAWA　

11

13日（木）
八 27日（木）

遠藤竜太《情報都市・新宿》

開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）   
入館料／一般320円、大高生260円、中小生160円
　　　　※入館料には団体割引などがあります。小学生未満・65歳以上の方は無料です。　
休館日／2月10日（月）、12日（水）、17日（月）、25日（火）

◇やすらぎのひととき「大人のためのおはなし会」
　開催日／２月16日（日） 
　場所・時間／中央図書館 研修室 14：00～　
   講師／ききみみずきんおはなしの会　定員／40名
   ※要申込 2月1日（土）から市内図書館にて受付開始

白

わ

●朗読会「おたのしみ処」 13:30～ 1日（土）

〒400-0306 南アルプス市小笠原1281  お問合せ／TEL 282-6600  FAX 282-6601 

14:00～ 毎週土曜日中

８日（土） 15日（土） 白 22日（土）1日（土）甲 わ 八

中

◇シニア講座  「桃の花の根付」
　開催日／２月19日（水） 
　場所・時間／中央図書館 10：00～  
　　　　　　 甲西図書館 14：00～
   対象／50歳以上　定員／各20名
　持ち物／針（糸を通したもの２本）、はさみ、ボンド
   ※要申込 2月1日（土）から市内図書館にて受付開始

21日（金）わ

甲

斉藤武士《MEMORY-96-Ⅵ（新宿副都心）》

甲 白

八

　●中央図書館「くつろぎの空間」の使用についてお知らせ
　３月２３日（月）は、ふるさと人物室展示交換のため、新聞・雑誌コーナーの利用ができません。
　なお、図書・視聴覚資料・学習室等の利用は通常どおりです。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。



　
今
回
は
、先
月
号
の
本
欄
で
紹
介
し
た「
板
絵

著
色
三
十
六
歌
仙
図
」を
奉
納
し
た
尾
張
藩
士
、

野
呂
瀬
主
税
助
の
生
涯
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
す
。

　
野
呂
瀬
氏
は
、も
と
も
と
は
甲
斐
源
氏
、大
井

氏
の
流
れ
を
く
む
と
い
わ
れ
、現
在
の
若
草
地
区

十
日
市
場
か
ら
甲
西
地
区
鮎
沢
あ
た
り
を
拠
点

に
武
田
家
に
仕
え
ま
し
た
。武
田
家
滅
亡
後
は
徳

川
家
に
仕
え
、少
な
く
と
も
関
ヶ
原
の
戦
い
以
降

は
、甲
斐
に
入
っ
た
家
康
の
重
臣
、平
岩
親
吉
に
従

い
ま
し
た
。実
際
、親
吉
の
も
と
、代
官
頭
の
大
久

保
長
安
が
主
導
し
て
行
わ
れ
た
慶
長
の
検
地
で

は
、主
税
助
の
父
と
考
え
ら
れ
る
源
左
衛
門
の
名

が
、検
地
役
人
と
し
て
巨
摩
郡
北
山
筋
の
検
地
帳

に
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
甲
斐
が
、家
康
の
九
男
で
、の
ち
に
尾
張

徳
川
家
を
お
こ
す
徳
川
義
直
の
所
領
と
な
っ
て
も

親
吉
は
甲
府
に
留
ま
り
、城
代
と
し
て
治
め
て
い

ま
し
た
が
、慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）、義
直
が
尾

張
藩
主
に
転
ず
る
と
、親
吉
も
義
直
の
附
家
老
、

犬
山
城
主
と
し
て
尾
張
へ
移
る
こ
と
に
な
り
、こ

の
時
、主
税
助
た
ち
も
、親
吉
に
従
っ
て
故
郷
を
離

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
の
主
税
助
の
足
取
り
を
、尾
張
藩
の
記

録
で
あ
る『
藩
士
名
寄
』か
ら
読
み
解
く
と
、主
税

助
は
、親
吉
の
死
後
徳
川
義
直
に
仕
え
、大
阪
冬
の

陣
、夏
の
陣
に
参
戦
、そ
の
後
義
直
か
ら
知
行
二
百

石（
の
ち
に
三
百
石
）を
安
堵
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
役
職
と
し
て
は
、尾
張
藩
初
代
の
勘
定
奉
行
兼

材
木
奉
行
に
任
じ
ら
れ
、隠
居
後
、慶
安
二
年（
一

六
四
九
）、病
に
よ
り
七
十
九
年
の
生
涯
を
閉
じ

て
い
ま
す
。な
お
、そ
こ
に
は
、「
主
税
助
初
而
、御

城
下
主
税
筋
ニ
住
居
仕
候
。右
之
由
緒
を
以
、已

後
其
地
を
主
税
筋
と
称
申
候
」と
あ
り
ま
す
。現

在
も
残
る
名
古
屋
市
東
区「
主
税
町
」の
町
名
が
、

彼
が
初
め
て
こ
こ
に
居
を
構
え
た
こ
と
に
因
む
こ

と
が
わ
か
り
、現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
と
名
古
屋

市
の
意
外
な
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、甲
斐
を
離
れ
た
後
も
主
税
助
は
、

様
々
な
も
の
を
故
郷
に
送
っ
て
い
ま
す
。現
在
残

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
、元
和
五
年（
一
六
一
九
）に

十
日
市
場
の
安
養
寺
に
奉
納
さ
れ
た「
掛
絵
六
地

蔵
菩
薩
像
」、寛
永
十
七
年（
一
六
四
〇
）に
同
じ
く

安
養
寺
に
奉
納
さ
れ
た「
鼻
採
地
蔵
縁
起
」、ま
た

同
年
に
先
月
紹
介
し
た
浅
間
神
社
の「
板
絵
著
色

三
十
六
歌
仙
図
」。お
そ
ら
く
、こ
れ
ら
寺
社
の
大

檀
越（
支
援
者
）と
し
て
、生
涯
ふ
る
さ
と
と
の
つ

な
が
り
は
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
と
く
に「
三
十
六
歌
仙
図
」や「
縁
起
」は
、主
税

　

寛永 17 年（1640）主税助が安養寺に奉納した「鼻採地蔵縁起」。
これにより私たちは、地域に残る鼻採地蔵の伝説と、この当時の「十
日市」の様子を知ることができる。背面は、主税助があつく信仰
した安養寺の地蔵菩薩像（鼻採地蔵、市神地蔵とも　市指定文化財）

主税助の位牌。慶安２年６月 11
日没。没年の下には所生当地（十
日市場）、その左には尾州（尾張）
住と記されている（安養寺蔵）

ち
か
よ
し

な
が
や
す

よ
し
な
お

あ
ん  

ど

ち
な

だ
ん
お
つ

ふ
る
さ
と
を
想
う
心

 

　
　
　
　
〜
野
呂
瀬
主
税
助
の
生
涯
〜

ふ
る
さ
と
を
想
う
心

 

　
　
　
　
〜
野
呂
瀬
主
税
助
の
生
涯
〜

の
　
　
　
ろ
　
　
　
せ
　
　 

ち
　
か
　
ら
　
の
　
す
　
け

の
　
　
　
ろ
　
　
　
せ
　
　 

ち
　
か
　
ら
　
の
　
す
　
け

151
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今も残る「主税町」の町名と現在の街並み
（名古屋市東区）

慶長６年（1601）甲州北山筋志田今
井村（甲斐市）の検地帳。野呂瀬源
左衛門の名がみえる（県立博物館蔵）

元和５年（1619）主税助が安養寺
に奉納した掛絵六地蔵菩薩像（市
指定文化財）

寛永 17 年（1640）主税助が江原の浅間
神社に奉納した板絵著色三十六歌仙図

す
み
わ
び

あ
が

む
ら

な
ほ
あ
ま

13  

句
俳

水
温
む
母
の
墓
前
に
額
づ
け
ば
　
　
　
　
落
合 

冨
美
子
（
飯
野
）

玉
す
べ
る
ご
と
く
に
春
の
別
れ
か
な
　
　
金
丸 

松
江
（
下
今
諏
訪
）

竹
秋
の
畑
の
端
な
る
墓
一
基
　
　
　
　
　
小
松 

善
子
（
飯
野
）

独
り
来
て
墓
の
土
筆
を
見
て
ゐ
た
り
　
　
齊
藤 

倍
造
（
在
家
塚
）

い
づ
こ
へ
も
動
か
ざ
る
山
鐘
霞
む
　
　
　
武
井 

志
津
子
（
有
野
）

料
峭
や
鏡
の
中
の
日
影
山
　
　
　
　
　
　
内
藤 

利
子
（
飯
野
）

走
り
根
を
踏
み
来
て
春
の
摩
利
支
天
　
　
中
澤 

清
子
　
（
飯
野
）

鳥
帰
る
百
年
を
経
し
棟
瓦
　
　
　
　
　
　
中
澤 

元
子
（
飯
野
）

甲
斐
犬
の
蓑
毛
か
が
や
く
春
の
朝
　
　
　
長
谷
部 

ま
り
子
（
西
野
）

天
に
咲
き
地
に
咲
き
に
け
る
椿
か
な
　
　
若
林 

義
衛
（
飯
野
）

む
ね

つ
く
し

ぬ
る

ぬ
か

み
の
げ

助
が
七
十
歳
を
迎
え
た
晩
年
、故
郷
を
離
れ
て
か

ら
実
に
三
十
三
年
後
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
縁
起
」に
記
さ
れ
る「
我
先
祖
よ
り
住
侘
し
十
日

市
場
邑
」、「（
十
日
市
場
　
安
養
寺
の
）は
な
と
り

地
蔵
菩
薩
は
我
等
先
祖
よ
り
の
守
な
れ
は
崇
め

申
し
て
も
猶
餘
り
あ
る
御
事
也
」と
い
っ
た
言
葉

か
ら
、私
た
ち
は
、晩
年
の
彼
の
郷
愁
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
尾
張
藩
の
史
料
を
見
れ
ば
、藩
に
は
主
税
助
以

外
に
も
、数
多
く
の
甲
斐
国
出
身
者
が
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。、同
時
期
に
故
郷
甲
斐
の
地
を

離
れ
た
で
あ
ろ
う
彼
ら
に
も
、お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。当
時
の
、二
度
と
踏
む
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ

う
、故
郷
の
地
を
想
っ
た
彼
ら
の
、そ
の
人
生
に
思

い
を
馳
せ
る
と
き
、今
自
ら
が
ふ
る
さ
と
に
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
る
と
と
も

に
、心
な
ら
ず
も
故
郷
を
離
れ
た
人
々
が
い
つ
ま

で
も
誇
れ
る
よ
う
な
、郷
愁
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
郷
土
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、現
在
こ
こ

に
生
き
る
我
々
の
つ
と
め
な
の
だ
と
い
う
想
い
を

新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
文
／
写
真  

文
化
財
課

す
み
わ
び

あ
が

む
ら

な
ほ
あ
ま



総人口： 71,611人（+35）
---------------------------------
男　性： 35,422人（+10）
女　性： 36,189人（+25）
世　帯： 28,146世帯（+24）
うち外国籍人口： 1,107人（+11）

南アルプス広
報 No.203   令和2年2月1日発行

令和2年1月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所   〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376
TEL 055 -282-1111（代表） FAX 055 -282-1112（代表）
ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p
編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL 055 -282-6037

○各窓口サービスセンター
八田 TEL 282-5600　
芦安 TEL 282-5577
甲西 TEL 282-3120

白根 TEL 283-3000
若草 TEL 282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、22:00    ●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00

●若草・櫛形／チャンネル111 17:00、22:00    ●甲西／チャンネル111 12:00、22:00

CATVによる市行政番組のチャンネルと放送時間　毎週土曜日に更新しています。

緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います

 14

ＩＫＵＭＥＮ 

 阿南 剛さん（父）

　　 彩翠ちゃん（7ヵ月）

  
日々の成長を大切に、ママと2人で育
児頑張ります。あっという間にもう
５ヵ月になった娘。２歳のお兄ちゃん、
写ってる写真がなくてごめんね（＞＜）

  育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの写真を募集しています。   
  詳しくは、市民活動支援課までお問合せください。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

（十五所）

父・尚平　母・佑季 （山寺）

体重も身長もそんなに変わらず双子みた
いな2人♡  喧嘩ばかりだけど仲良し♡♡
ニコニコ笑顔のえみか、はるとが大好き
だよ♡  ずっと仲良しでいてね！♡

新津  笑花ちゃん（４歳）

　    陽翔くん（３歳） 

えみか

TEL 282-6037　　  hisyo@city.minami-alps.lg.jp

今月の表紙：十日市祭典  甲州だるま

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０

南
ア
ル
プ
ス
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０

注 目

市 民 憲 章

市のシンボル

木…………モモ
花…………アヤメ
鳥…………ライチョウ
山…………北岳

TEL 282-6493　　  machi@city.minami-alps.lg.jp

深澤 さく代 さん（秋山）

祝
100歳
おめでとう！

広報紙の配布・配信について
広報紙は、市の施設のほか、郵便局、JA南アルプス市各
支所、コンビニエンスストア等で配布しています。また、
ホームページやアプリからはPDF版をご覧いただけます。

◀詳しくはこちら
　のページをご覧

　    ください。

◀広報
　PDF版

今年も市民活動フェスタ＆ファミリーフェスタが開催されます。
市民団体やNPOなどによる販売や体験ブース、親子で楽しめるス
テージなど盛りだくさん。市民が協力してつくりあげ楽しめるお祭
りになっています。ぜひご来場ください。

開催日　３月１日（日）
時　間　10時～15時
場　所　若草生涯学習センター、若草卓球場、若草体育館
　　　　※体育館は上履きが必要ですので、ご持参ください。
内　容　大友剛さん（南アルプス市在住）コンサート、おばけ屋敷や
　ダンボール迷路のほか、親子で楽しめる体験ブース、お菓子やハ
　ンドメイド作品などの販売コーナー、各種団体による演奏やダンス
　などのステージ発表、文化財体験コーナー、市内の飲食店 など

お問合せ／市民活動フェスタ実行委員会（市民活動センター）　
　　　　　TEL 282-7325
　　　　　南アルプス市ファミリーフェスタ実行委員会
　　　　 （子育て支援課）
　　　　　TEL 282-7293

あやみ

お子さんの写真を募集しています。   
詳しくは、秘書課までお問合せください。

はると

つよし



遠
い
宇
宙
に
は
人
間
が
描
い
た
た
く
さ
ん
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。

東
、
西
、
南
、
北
と
い
う
方
角
が
と
て
も
た
い
せ
つ
な
情
報
で
あ
っ
た
頃

太
陽
に
か
わ
っ
て
暗
闇
の
な
か
で
光
る
、
あ
の
小
さ
な
輝
き
は

世
界
の
み
ち
し
る
べ
で
あ
り
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
の
山
に
登
り
、
夜
中
に
テ
ン
ト
か
ら
出
て
み
る
と

夜
空
に
は
た
く
さ
ん
の
星
た
ち
。

ど
の
星
と
ど
の
星
を
結
べ
ば
星
座
に
な
る
ん
だ
ろ
う
。

く
ら
や
み
の
な
か
、
て
ら
す
星
た
ち
を

勝
手
に
線
で
結
ん
だ
り
数
え
た
り
。

銀
河
系
の
小
さ
な
星
で
生
き
て
い
る
不
思
議
。

人
は
自
然
か
ら
学
び

自
然
が
導
い
て
く
れ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の
で
す
。

流
れ
星
を
見
つ
け
な
が
ら

夜
明
け
を
待
ち
ま
し
た
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
︱
ク
推
進
室

星
空
を
見
上
げ
て
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山

ふ
る
さ
と
日
記



畑ごとに造る赤ワイン
南アルプスの力を借りて

ドメーヌヒデ

2020 . February

83

住　所 ＊ 南アルプス市小笠原 436-1

T  E  L ＊ 090-7219-6183

U  R  L＊https://www.domainehide.com

ベーカリールーブル ( 小笠原 ) にて購入可能

ドメーヌヒデ
　「結婚式のときに母がお祝いにくれたワインの

味が、忘れられなかったから」。元心理カウンセ

ラー（臨床心理士）で、醸造家の渋谷英雄さんは、

人と接するのと同じような心持ちでワイン造り

に向き合っています。

　全国を歩き、実際に畑に水をまいて、水はけ

がもっとも良かった南アルプス市に葡萄の苗を

植えました。農家、造り手、売り手が大切にす

る土地への思いが伝われば、お客様により美味

しく飲んでいただけると信じているそうです。

　ひとつひとつのワインに畑の名前と、農家の

名を入れるドメーヌヒデ。人の喜怒哀楽に寄り

添えるワイン造りが大きな目標だそうです。

妻の地元山梨から毎年贈られてくる " 桃 " に惚

れ込み四半世紀！こんなにおいしい桃を自分で

作れたらとの思いが昂じて早期退職を決意 ! ! 

昨年３月に移住してまいりました。現在、

ＮＰＯ法人チーム南アルプスをはじめ、地域

の皆様のご支援をいただきながら活動してお

ります。不安や焦りもありますが、地域に根

差した活動の中で、ナカキタファームの実

現に向け、地道に一歩ずつ前に進めて

いければと思っております。

滋賀県出身。平成元年から都内のメーカー系 SI 企業
で技術職として 30 年勤務。早期退職し、昨年横浜市
から南アルプス市に移住、新規就農目指して活動中。中北  和義 さん

Profile

よろしく
お願いします!!

中華そば 秋山 CYUKASOBA AKIYAMA

昨年オープンしたばかりの行列のでき
る人気店。スッキリだけどパンチのある
醤油味が美味◎

南アルプス市徳永 231-30
TEL 055-288-9866
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善
意
を
あ
り
が
と
う

　

市
政
の
推
進
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、
次
の

方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
石
川 

裕
輔  

様
（
小
笠
原
）

１
，０
０
０
，０
０
０
円

  

お
知
ら
せ   

 

善  

意

●
資
源
回
収
セ
ン
タ
ー
の

　

受
入
品
目
の
変
更
に
つ
い
て

　

廃
棄
物
の
処
分
先
で
あ
る
中
巨
摩
広
域
事
務

組
合
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
受
入
が
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、
資
源
回
収

セ
ン
タ
ー
で
タ
キ
ロ
ン
等
の
波
板
全
般
（
可
燃
・

不
燃
問
わ
ず
）
の
受
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

処
分
す
る
場
合
は
購
入
先
ま
た
は
専
門
業
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
処
分
先
に
お
困

り
の
際
は
環
境
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
受
入
品
目
に
つ
い
て
も
年
度

途
中
に
急
遽
受
入
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
無
料
配
布

　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
と
は
、Ｅ
Ｍ
菌
を
米
ぬ
か
な
ど

に
入
れ
て
大
量
に
増
や
し
た
粉
で
す
。
生
ご
み

処
理
容
器
で
肥
料
を
作
る
際
に
使
用
し
ま
す
。

無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

配
布
期
間　

２
月
３
日（
月
）〜

配
布
場
所　

環
境
課
、各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
環
境
課電

話
（
２
８
２
）
６
０
９
７

●
戦
没
者
慰
霊
祭

　

大
戦
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
１
，９
８
１
名

の
南
ア
ル
プ
ス
市
出
身
の
方
々
の
霊
を
慰
め
る

と
と
も
に
、
恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
市
民
と
共

有
す
る
た
め
に
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
29
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
合

　

わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
慰
霊
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
参
列
し
て
く
だ

　

さ
い
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
０

　
お 

知 

ら 

せ

●
各
種
税
金
の
納
期
限
に
つ
い
て

税　

目　

固
定
資
産
税
（
４
期
）

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
（
８
期
）

納
期
限　

３
月
２
日（
月
）

※
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

※
口
座
振
替
で
納
め
る
方
は
、
口
座
残
高
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
納
税
課

電
話
（
２
８
２
）
７
３
８
４

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費

　

勧
奨
通
知
の
発
送
に
つ
い
て

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と

は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

１
年
間
の
医
療
と
介
護
の
自
己
負
担
額
を
世
帯

で
合
計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
金
額
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
基
準　

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
元

　

年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
医
療
と
介
護

　

の
両
方
に
自
己
負
担
額
が
あ
り
、
合
計
が
基

　

準
額
を
超
え
た
世
帯

※
高
額
療
養
費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し

　

て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
、
自
己
負
担
額
か
ら

　

差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

発
送
日　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
３
月
上

　

旬
頃
に
支
給
申
請
書
、
支
給
申
請
に
つ
い
て

　

の
お
知
ら
せ
等
を
郵
送
し
ま
す
。

申
請
方
法　

支
給
申
請
書
、
支
給
申
請
に
つ
い

　

て
の
お
知
ら
せ
、
印
鑑
、
振
込
先
の
口
座
が

　

わ
か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、

　

令
和
元
年
７
月
31
日
に
住
所
の
あ
っ
た
市
町

　

村
医
療
保
険
窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
時
期　

医
療
分
に
つ
い
て
は
、
申
請
か
ら

　

約
２
、
３
ヵ
月
後
に
医
療
保
険
者
が
決
定
、

　

支
給
を
行
い
ま
す
。
介
護
分
に
つ
い
て
は
、

　

医
療
分
決
定
後
に
、
各
市
町
村
の
介
護
保
険

　

担
当
が
支
給
を
行
い
ま
す
。

※
申
請
の
時
効
は
、
勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届

　

い
て
か
ら
２
年
間
で
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
に

　

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課

電
話
（
２
８
２
）
７
２
４
８

●「
ひ
と
り
親
家
庭
入
進
学
支
度
金
」の

　

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

令
和
２
年
４
月
に
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
へ
入

進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
市
か

ら
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限　

２
月
28
日（
金
）

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
該
当
者
（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
）

　

に
は
、
１
月
上
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て

　

い
ま
す
。

※
通
知
が
届
か
な
い
方
で
該
当
と
思
わ
れ
る
場

　

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３



  

お
知
ら
せ   

─２─

●
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
（
一
体
化
帳

　

票
）の
配
布
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
か
ら
水
稲
生
産
実
施
計
画

書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
計
画
書
に
は
令
和
元
年
度

の
作
付
実
績
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和

２
年
度
の
作
付
計
画
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
変

更
部
分
を
訂
正
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●「
出
張
が
ん
相
談
」を
実
施
し
ま
す

　
　

保
健
師
や
が
ん
を
経
験
し
た
仲
間
が
あ
な
た

の
悩
み
や
不
安
に
寄
り
添
い
ま
す
。

　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
事
前
の
予
約
が

確
実
で
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

３
月
５
日（
木
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
ニ
コ
リ
）

　
　
　
　

１
階  

会
議
室

対　

象　

が
ん
患
者
、
家
族
や
関
係
者

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　

　

電
話
（
２
２
７
）
８
７
４
０

●
不
妊
（
不
育
）
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

 

（
ル
ピ
ナ
ス
）の
ご
案
内

　

県
で
は
、
不
妊
症
（
不
育
症
）に
悩
む
夫
婦
等

を
対
象
と
し
て
、
保
健
師
、
医
師
、
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
不
妊
症
（
不
育
症
）に
関
す
る

電
話
相
談
や
面
接
相
談
、
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十
分
配
慮
し
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法

〇
電
話
相
談
（
保
健
師
）

　

毎
週
水
曜
日　

15
時
〜
19
時

〇
面
接
相
談
（
医
師
）

　

第
２
水
曜
日　

15
時
〜
19
時

〇
面
接
相
談
（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　

第
４
水
曜
日　

15
時
〜
19
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

※
面
接
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
専
用
電
話

　

で
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
妊
症
（
不
育
症
）
検
査
費
や
特
定
不
妊
治

　

療
費
な
ど
の
助
成
に
関
す
る
質
問
等
、
簡
単

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
請
は

　

お
済
み
で
す
か
？

　

令
和
２
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
４
月
か

ら
利
用
さ
れ
る
方
は
、
次
の
期
限
ま
で
に
入
会

申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
、
５
月
以
降

の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

入
会
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
ご
と
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
利
用
し
て

い
て
も
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
等
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
窓

口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　

２
月
14
日（
金
）　

　
　
　
　
　

※
４
月
か
ら
利
用
開
始
の
場
合

提
出
場
所　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
２
月
10
日（
月
）は
、

　

児
童
手
当
の
支
払
い
日
で
す

　

支
払
い
日
ま
で
に
支
払
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

通
帳
の
記
帳
後
、
金
額
に
間
違
い
が
な
い
か
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
振
込
み
が
完
了
す
る
時
間
は
、
金
融
機
関
に

　

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

●
献
血
に
ご
協
力
を

　

患
者
さ
ん
の
輸
血
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

4
0
0
ml
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

２
月
18
日（
火
）

●
不
妊
症
・
不
育
症
の

　

検
査
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

県
で
は
、
不
妊
症
や
不
育
症
検
査
に
か
か
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
妊

症
（
不
育
症
）
検
査
の
早
期
受
診
を
促
す
た
め
、

検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　

検
査
費
用
の
自
己
負
担
分
を
助
成 　

　
　
　

 

（
助
成
上
限
額
は
２
万
円
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
側 

県
道
沿
い

　

駐
車
場

●
2
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　

５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物 

（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　

①
印
鑑　

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

　

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
2
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

 

実
施
日　

５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

内　

容　

保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
が
乳
幼
児

　

の
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

※

保
険
適
用
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
食

　

事
療
養
費
、差
額
ベ
ッ
ド
代
、文
書
料
等
、
直
接

　

検
査
に
関
係
の
な
い
費
用
は
対
象
外
で
す
。

対
象
と
な
る
検
査　

令
和
元
年
７
月
１
日
以
降

　

に
実
施
し
た
不
妊
症
検
査
お
よ
び
不
育
症
検
査

※

夫
婦
両
方
で
受
け
た
検
査
、
夫
婦
一
方
の
み

　

が
受
け
た
検
査
の
ど
ち
ら
も
対
象
で
す
。

申
請
窓
口　

中
北
保
健
所
峡
北
支
所

※

申
請
期
限
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー 

　

ム
ペ
ー
ジ
（
「
山
梨
県 

不
妊
検
査
助
成
」
で 

　

検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
県
中
北
保
健
所  

峡
北
支
所

電
話  

０
５
５
１
（
２
３
）
３
０
７
３

　

な
相
談
に
つ
い
て
は
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

専
用
電
話　

０
５
５
（
２
２
３
）
２
２
１
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kosodate@
pref.yam

anashi.lg.jp

面
接
相
談
会
場　

山
梨
県
Ｊ
Ａ
会
館  

５
階

　
　
　
　
　

（
甲
府
市
飯
田
１
―

１
―

20
）   　

  

相
談
費
用　

無
料

お
問
合
せ
／
県
子
育
て
政
策
課

電
話  

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
２
５

【
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
】

経
営
所
得
安
定
対
策
（
水
田
転
作
に
対
す
る

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
、
「
畑
作

物
の
直
接
支
払
交
付
金
」
）
に
申
請
す
る
方
や
、

水
稲
共
済
に
加
入
す
る
方
は
、
こ
の
計
画
書
の

記
載
内
容
を
基
に
交
付
手
続
き
や
掛
金
の
算
定

が
行
わ
れ
ま
す
。
作
付
け
す
る
水
田
地
名
地
番

等
、
内
容
を
よ
く
確
認
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
主
食
用
水
稲
を
作
付
け
る
場
合

は
、
品
種
名
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／

南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会
（
農
政

課
内
）

電
話
（
２
８
２
）
６
２
０
７

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨　

南
ア
ル
プ
ス
支
所

電
話
（
２
８
２
）
０
４
４
３



─３─

 

募  

集

募  

　  

集
　

●
国
勢
調
査
実
施
と
統
計
調
査
員
募
集

　

令
和
２
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
５

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

　

令
和
２
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童

保
育
）
の
先
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件　

資
格
不
問
、
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
地　

市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　

  

（
勤
務
先
の
相
談
可
）

勤
務
時
間　

左
記
開
所
時
間
内
で
シ
フ
ト
制

　

平
日　

授
業
終
了
後
〜
19
時

　

休
校
日
（
長
期
休
み
等
）
８
時
〜
19
時

賃　

金　

時
給 

８
６
７
円
（
期
末
・
通
勤
手
当

　

有
、
条
件
に
よ
り
社
会
保
険
加
入
可
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
込
・
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

  

お
知
ら
せ   

●
４
月
採
用
予
定  

市
非
常
勤
職
員

  

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
募
集

職
種
お
よ
び
募
集
人
数

〇
介
護
認
定
調
査
員　

若
干
名

〇
保
育
士　

若
干
名

〇
調
理
員
（
保
育
所
勤
務
）
５
名

【
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
】

　

経
営
所
得
安
定
対
策
（
水
田
転
作
に
対
す
る 

　「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」、「
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
」
）に
申
請
す
る
方
や
、
水
稲

共
済
に
加
入
す
る
方
は
、
こ
の
計
画
書
の
記
載

内
容
を
基
に
交
付
手
続
き
や
掛
金
の
算
定
が
行

わ
れ
ま
す
。
作
付
け
す
る
水
田
地
名
地
番
等
、

内
容
を
よ
く
確
認
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
主
食
用
水
稲
を
作
付
け
る
場
合
は
、
品

種
名
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／

　

南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会

 

（
農
政
課
内
）     

電
話
（
２
８
２
）
６
２
０
７

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨　

南
ア
ル
プ
ス
支
所

電
話
（
２
８
２
）
０
４
４
３

●「
樹
園
」の
休
館
に
つ
い
て

　

施
設
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
の
変
更

に
伴
い
、農
業
体
験
実
習
館「
樹
園
」
全
館
を
休
館

し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、現
指
定
管
理
者
が
発
行

し
て
い
る
回
数
券
と
無
料
入
浴
券
の
有
効
期
限

は
３
月
10
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
開
始
日　

３
月
12
日（
木
）〜

※
営
業
開
始
日
は
広
報
3
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

電
話
（
２
８
２
）
６
２
９
４

　

農
業
体
験
実
習
館  

樹
園

電
話
（
２
８
５
）
４
１
３
１

年
に
一
度
の
「
国
勢
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
内
に
住
む
全
て
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬
ま
で
、
調
査

票
の
配
布
・
回
収
な
ど
の
事
務
に
統
計
調
査
員

と
し
て
従
事
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
勢
調
査
後
も
引
き
続
き
登
録
統
計

調
査
員
と
し
て
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

調
査
員 

応
募
資
格

・
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
65
歳
以
下
の
方

・
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
方

・
守
秘
義
務
を
守
れ
る
方

・
警
察
・
選
挙
・
徴
税
事
務
な
ど
に
関
わ
り
の

　

な
い
方

※
登
録
の
前
に
面
談
を
行
い
ま
す
。

事
務
内
容

・
調
査
説
明
会
へ
の
出
席
（
８
月
予
定
）

・
世
帯
訪
問
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
な
ど

報　

酬

　

活
動
内
容
に
応
じ
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

応
募
締
切

　

令
和
２
年
５
月
29
日（
金
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
３

〇
司　

書　

若
干
名

〇
一
般
事
務
（
本
庁
総
合
案
内
）
若
干
名

〇
一
般
事
務
（
芦
安
山
岳
館
勤
務
）
若
干
名

募
集
期
間　

２
月
３
日（
月
）〜
17
日（
月
）

試
験
日　

２
月
25
日（
火
）
頃
に
実
施
予
定

※
募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、２
月
３
日（
月
）

　

か
ら
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
人
事
課

電
話
（
２
８
２
）
６
０
８
４

●
市
内
児
童
館  

幼
児
教
室
参
加
者
募
集

　

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
や
工

作
を
し
て
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

２
０
２
０
年
４
月
〜
２
０
２
１
年
３
月

 

（
夏
季
・
年
末
年
始
を
除
く
）月
２
回
程
度

〇
八
田
児
童
館　

第
１
・
３
金
曜
日
（
20
組
）

〇
白
根
児
童
館　

第
２
・
４
火
曜
日
（
20
組
）

〇
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館　

　

第
２
・
４
金
曜
日
（
15
組
）

〇
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

　

第
２
・
４
木
曜
日
（
15
組
）

〇
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー
（
南
風
）

　

第
２
・
４
木
曜
日
（
20
組
）

〇
甲
西
児
童
館　

第
1
・
3
金
曜
日
（
20
組
）

時　

間　

10
時
〜
11
時
（
１
時
間
程
度
）

対　

象　

平
成
29（
２
０
１
７
）年
４
月
２
日
〜

　

平
成
31（
２
０
１
９
）年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　

幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
市
内
在
住
の
方
に
限

　

り
ま
す
）

参
加
費　

年
間 

１
，０
０
０
円

申
込
期
間　

２
月
４
日（
火
）〜
15
日（
土
）

　

直
接
希
望
す
る
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
内
児
童
館
内
に
設
置
し
て
あ
り
ま

　

す
申
込
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
４

●
第
49
回
信
玄
公
祭
り

  

「
大
井
夫
人
隊
」
参
加
者
募
集

　

世
界
最
大
級
の
武
者
行
列
「
信
玄
公
祭
り
」

に
南
ア
ル
プ
ス
市
も
大
井
夫
人
隊
と
し
て
出
陣

し
ま
す
。
あ
な
た
も
戦
国
時
代
の
装
い
で
武
田

時
代
行
列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！
市
内
在
住
の

方
は
先
行
し
て
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

４
月
４
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
20
時
（
予
定
）

参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）

集
合
場
所　

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

  　
　
　
　

（
甲
西
支
所
北
）

参
加
資
格　
中
学
生
以
上
で
、
着
物
や
鎧
を
着

　

て
２
㎞
程
度
歩
け
る
方

定　

員　

①
大
井
夫
人　

１
名

　
　
　
　

②
侍
大
将　
　

１
名

　
　
　
　

③
侍　
　
　
　

14
名

　
　
　
　

④
侍
女　
　
　

18
名

※
①
②
に
つ
い
て
…
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

と
な
り
ま
す
。

※
③
④
に
つ
い
て
…
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

申
込
専
用
電
話
の
み
で
受
け
付
け

　

ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
）

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
募
集
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、２
月
12
日（
水
）

　

か
ら
市
内
外
問
わ
ず
一
般
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
・
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課　

専
用
電
話　

０
７
０
（
４
４
６
３
）
６
６
２
２



　 

結
婚
相
談
（
登
録
制
） 

開
催
日　

２
月
16
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
20
時

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　

件　

男
性
50
歳
、女
性
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　

印
鑑
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

 

行
政
相
談 

開
催
日　

２
月
14
日（
金
）、
21
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

14
日　

市
役
所
本
庁
舎  

本
館

　
　
　
　

21
日　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

─４─

●
第
49
回
信
玄
公
祭
り

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

県
で
は
「
信
玄
公
祭
り
」
の
お
手
伝
い
を
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
・
人
員

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
･
会
場
案
内 

各
日
15
人

　

４
月
３
日（
金
）
15
時
〜
18
時

　

４
月
４
日（
土
）
10
時
〜
15
時

②
会
場
警
備
係　

１
０
０
人

　

４
月
４
日（
土
）
14
時
〜
19
時
30
分

要　

件　

い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
70
歳

　

未
満
の
方

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

　

ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
、

　

希
望
す
る
業
務（
①
の
係
は
希
望
日
も
）、
過
去

　

の
経
験
の
有
無
を
明
記
の
上
、
２
月
21
日（
金
）

　

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先　

〒
４
０
０
―

０
０
３
１ 

甲
府
市
丸
の
内 

●
第
２
回
南
ア
ル
プ
ス
ア
ヤ
メ
の
里

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ラ
ン
参
加
者
募
集

　

ア
ヤ
メ
の
花
・
新
緑
・
残
雪
の
富
士
山
を
見

な
が
ら
走
る
、
女
性
だ
け
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

５
月
10
日（
日
）

種　

目　

〇
９
㎞ 
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

〇
９
㎞ 

45
歳
以
上
の
部
（
４
月
1
日
基
準
）

〇
５
㎞ 

一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

〇
５
㎞ 

45
歳
以
上
の
部
（
４
月
1
日
基
準
）

〇
３
㎞ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部（
一
般
女
性
と
小
学

　

6
年
生
ま
で
の
子
ど
も
）

参
加
費　

９
㎞
、
５
㎞　

３
， ０
０
０
円

　
　
　
　

３
㎞　

３
， ５
０
０
円

申　

込　

市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か 

　

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
２
月
１
日（
土
）

　

か
ら
３
月
20
日（
金
）ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

お
問
合
せ
／
市
陸
上
競
技
協
会　

石
川 

壽

電
話  

０
９
０
（
８
７
７
７
）
７
０
８
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ   http://m

-alpstf.o.oo7.jp

 

募  

集

定　

員　

①
大
井
夫
人　

１
名

　
　
　
　

②
侍
大
将　
　

１
名

　
　
　
　

③
侍　
　
　
　

14
名

　
　
　
　

④
侍
女　
　
　

18
名

※
①
②
に
つ
い
て
…
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

と
な
り
ま
す
。

※
③
④
に
つ
い
て
…
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

申
込
専
用
電
話
の
み
で
受
け
付
け

　

ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
）

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
募
集
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、２
月
12
日（
水
）

　

か
ら
市
内
外
問
わ
ず
一
般
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
・
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課　

専
用
電
話　

０
７
０
（
４
４
６
３
）
６
６
２
２

　

１
―

６
―

１  

や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
内

　

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

y-tanaka@
yam
akan-sk.jp

申
込
・
お
問
合
せ
／
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

電
話
（
２
３
１
）
２
７
２
２

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
２
１
）
３
０
４
０

 

無
料
法
律
相
談

○
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先
1
人
50
分
・
２
月 

　

３
日
予
約
開
始
）

開
催
日　

２
月
15
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　

件　

市
内
在
住

○
弁
護
士
会
（
予
約
制
1
人
30
分
・
２
月
３
日

　

予
約
開
始
）

開
催
日　

２
月
28
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎  

本
館

要　

件　

市
内
在
住　

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

無 

料 

相 

談

●
市
民
活
動
支
援
課
の

　

市
民
向
け
各
種
相
談
会

　

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

開
催
日　

２
月
19
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

 

電
話
（
２
４
３
）
４
３
０
０

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

対　

象　

若
草
、
櫛
形
、甲
西
地
区
に
在
住
の
方

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話
（
２
８
２
）
７
３
３
９

②
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

白
根
げ
ん
き
館

対　

象　

八
田
、
白
根
、
芦
安
地
区
に
在
住
の
方

お
問
合
せ
／
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
８
）
１
４
４
０

③
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

 

「
や
ま
び
こ
の
会
」
相
談
日

開
催
日　

２
月
19
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　

年
金
相
談
会

開
催
日　

２
月
20
日（
木
）

時　

間　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
新
館  

第
５
会
議
室

持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、
ね
ん

　

き
ん
特
別
便
ま
た
は
定
期
便

※
事
前
に
電
話
予
約
を
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

　

に
相
談
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
４
８

場　

所　

白
根
げ
ん
き
館

※
認
知
症
カ
フ
ェ「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」

　

も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

猪
狩

電
話  

０
９
０
（
１
１
１
４
）
２
８
７
０

無
料
相
談 



─５─

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

開
催
日　

２
月
12
日（
水
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

街
の
薬
局
（
野
牛
島
２
３
４
７
―

10
）

開
催
日　

２
月
14
日（
金
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

湯
沢
公
民
館
（
湯
沢
１
０
３
５
―

１
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

　

ふ
く
し
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
４
）
７
８
３
０

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会  

（
予
約
優
先
）

開
催
日　

２
月
20
日（
木
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会  

本
所

申
込
・
お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
７
２
２

●
無
料
緑
化
相
談
会
【
申
込
不
要
】

　

緑
の
相
談
所
樹
木
医
・
角
田
信
夫
先
生
に
よ

る
、
樹
木
（
庭
木
・
果
樹
）
の
管
理
方
法
や
病

害
虫
防
除
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会
で
す
。

相
談
の
際
に
症
状
が
出
て
い
る
枝
葉
ま
た
は
写

真
を
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な

診
断
が
で
き
ま
す
。

無
料
相
談 

場　

所　

白
根
げ
ん
き
館

※
認
知
症
カ
フ
ェ「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」

　

も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

猪
狩

電
話  

０
９
０
（
１
１
１
４
）
２
８
７
０

開
催
日　

２
月
21
日（
金
）

時　

間　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

場　

所　

甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階
会
議
室

開
催
日　

３
月
６
日（
金
）

時　

間　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

場　

所　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階
中
央
ロ
ビ
ー

お
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

電
話
（
２
８
２
）
６
３
９
４

　●
生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

２
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
）

①
特
別
観
望
日

 

「
り
ゅ
う
こ
つ
座
カ
ノ
ー
プ
ス
と

　

冬
の
星
座
を
観
る
会
」

　

冬
の
夜
空
に
瞬
く
星
々
を
観
察
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
カ
ノ
ー
プ
ス
は
中
国
の
伝
説
で
寿
老
人

の
星
、「
南
極
老
人
星
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
星
を

見
た
者
は
長
寿
に
な
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。

開
催
日　

２
月
20
日（
木
）

時　

間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

場　

所　

ふ
る
さ
と
天
文
館

参
加
費　

１
０
０
円

定　

員　

20
名

②
自
主
企
画
講
座

  

「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
体
験
教
室
」

　

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
は
ど
こ
の
国
の
踊
り
か
知
っ

て
い
ま
す
か
。
座
学
と
音
楽
に
合
わ
せ
て
基
本

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

的
な
動
き
を
実
践
し
て
楽
し
く
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

２
月
18
日（
火
）

時　

間　

19
時
〜
20
時
30
分

場　

所　

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

5
０
０
円

③
セ
ル
フ
ネ
イ
ル
ケ
ア
体
験
教
室

　

自
分
自
身
で
で
き
る
ケ
ア
方
法
を
学
ん
で
、

飾
ら
な
く
て
も
美
し
い
指
先
を
手
に
入
れ
ま
せ

ん
か
。
自
爪
本
来
の
美
し
さ
を
最
大
限
に
引
き

出
す
お
手
入
れ
方
法
を
、
専
用
キ
ッ
ト
を
使
っ

て
体
験
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
27
日（
木
）

時　

間　

19
時
〜
20
時
30
分

場　

所　

白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，７
０
０
円

定　

員　

10
名

④
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
心
と
カ
ラ
ダ
を
美
し
く
！

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
初
め
て
体
験
す
る
方
向
け
の

講
座
で
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
整
え
、
内
側

か
ら
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

３
月
３
日（
火
）、
10
日（
火
）
全
２
回

時　

間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

場　

所　

櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
円

定　

員　

20
名

※
各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
開
講
で
き
な
い

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
南
ア
ル
プ
ス
学
講
座
（
第
２
回
）

  

「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
か
ら
学
ぶ

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
価
値
」

　

南
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
活
躍
す
る
講
師
陣
に

よ
る
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　

２
月
22
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

甲
斐
駒
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

　
　
　

  

（
北
杜
市
武
川
町
牧
原
1
2
4
3
）

講　

師　

長
池
卓
男 

氏
（
山
梨
県
森
林
総
合
研 

　

究
所
研
究
員
）、
大
西
信
正 

氏
（
南
ア
ル
プ
ス

　

生
態
邑
所
長
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

花
岡
利
幸 

氏
（
山
梨
大

　

学
名
誉
教
授
）

参
加
費　

無
料

定　

員　

70
名　

※
要
申
込
・
先
着
順

締　

切　

定
員
に
な
り
次
第

●
申
込
・
お
問
合
せ
／

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
１

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
２
７
９

　

メ
ー
ル　

kankou@
city.hokuto.lg.jp

（
事
務
局　

北
杜
市
観
光
課
）

●
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

フ
ェ
ア

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
伝
統

芸
能
の
披
露
を
は
じ
め
、
山
梨
、
長
野
、
静
岡

の
構
成
市
町
村
か
ら
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
が
登

場
。
物
産
販
売
で
は
人
気
商
品
が
並
び
ま
す
。

開
催
日　

２
月
29
日（
土
）〜
３
月
１
日（
日
）

時　

間　

10
時
〜
17
時

場　

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

　
　
　
　

 
さ
く
ら
広
場

内　

容　

本
市
か
ら
は
下
市
之
瀬
の
獅
子
舞
が

　

登
場
。
物
産
販
売
で
は
２
０
１
９
Ｐ
１
グ
ラ

　

ン
プ
リ
のBonboncafé
さ
ん
や
燻
製
屋
さ
ん

　

が
出
店
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
１

イ
ベ
ン
ト  



イ
ベ
ン
ト  

─６─

●
認
知
症
予
防
教
室
【
無
料
】

　

認
知
症
に
は
こ
う
立
ち
向
か
う
！
〜
ア
タ
マ

と
カ
ラ
ダ
の
健
康
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

①
認
知
症
の
予
防
の
カ
ギ
！ 

リ
ス
ク
を
知
っ
て 

　

正
し
く
予
防

開
催
日　

２
月
18
日（
火
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

②
楽
し
く
脳
を
活
性
化　

ア
タ
マ
の
体
操
教
室

開
催
日　

３
月
２
日（
月
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

③
簡
単
筋
ト
レ
と
運
動
習
慣
で
認
知
症
を
退
け
る

開
催
日　

３
月
12
日（
木
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

④
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
ア
タ
マ
も
カ
ラ
ダ
も
活
性
化

開
催
日　

３
月
18
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

55
歳
以
上
の
運
動
制
限
が
な
い
方

定　

員　

各
日
20
名
（
要
申
込
、
先
着
順
）

締　

切　

２
月
13
日（
木
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話
（
２
８
２
）
７
３
４
７

時　

間　

10
時
〜
17
時

場　

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

　
　
　
　

 
さ
く
ら
広
場

内　

容　

本
市
か
ら
は
下
市
之
瀬
の
獅
子
舞
が

　

登
場
。
物
産
販
売
で
は
今
年
度
Ｐ
ー

１
グ
ラ

　

ン
プ
リ
に
輝
い
た
ボ
ン
ボ
ン
カ
フ
ェ
さ
ん
や

　

燻
製
屋
さ
ん
が
出
店
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
１

●
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
協
賛
事
業

　

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
）に 

　

つ
い
て
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
す 

　

生
活
習
慣
病
は
年
々
右
肩
上
が
り
で
増
え
て

い
ま
す
。
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
は
代
表
的
な
疾

患
で
あ
り
、
誰
も
が
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
が
気
に
な
る
方
、

ご
家
族
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
、
関
心
の
あ

る
方
な
ど
、
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
健
康
づ
く
り
講
演
会
【
参
加
無
料
】

「
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
の
学
習
〜
高
血
圧
症

を
知
ろ
う
〜
」

開
催
日　

２
月
28
日（
金
）

時　

間　

19
時
〜
20
時
15
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

白
根
徳
洲
会
病
院 

　
　
　
　

副
院
長  
真
鍋
治
樹 

氏

定　

員　

１
０
０
名

　【
要
申
込
、
締
切 

２
月
25
日（
火
）】

●
糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー　
【
参
加
無
料
】

開
催
日　

３
月
７
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

 

第
１
部　

基
調
講
演

　
「
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気

〜
理
解
と
予
防

　

と
付
き
合
い
方
〜
」

講　

師　

山
梨
大
学
医
学
部  

第
３
内
科 

講
師

　
　
　
　

土
屋
恭
一
郎 

氏

 

第
２
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う　

糖
尿
病
」

登
壇
者

　

こ
う
の
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
裕
樹 

氏

　

望
月
歯
科 

院
長　
　
　
　
望
月
修 

氏

　

街
の
薬
局 

管
理
薬
剤
師  

小
山
篤 

氏

定　

員　

１
０
０
名

  　【
要
申
込
、
締
切 

３
月
３
日（
火
）】

申
込
・
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
４
）
６
０
１
９

●
巣
箱
作
り
教
室

　　
春
に
子
育
て
を
向
か
え
る
小
鳥
た
ち
の
た
め

に
、
巣
箱
を
作
っ
て
伊
奈
ヶ
湖
の
森
に
掛
け
ま

す
。
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
掛
け
た
巣
箱
は
全
て
、

実
際
に
小
鳥
が
利
用
し
て
く
れ
ま
し
た
。

開
催
日　

２
月
15
日（
土
）、
24
日（
月
・
祝
）

時　

間　

10
時
〜
12
時
30
分

場　

所　

エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

対　

象　

小
学
生
以
上

　
　
　

 

（
小
・
中
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

15
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
に
つ
き
３
０
０
円 

（
巣
箱
を
持

　

ち
帰
る
場
合
は
、
別
途
1
，5
0
0
円
）

持
ち
物　

防
寒
具
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
や
靴

締　

切　

開
催
日
の
３
日
前
、
17
時
ま
で

●
伊
奈
ヶ
湖
の
森
へ

　

冬
鳥
を
見
に
行
こ
う
！

　　
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
を
歩

き
、
野
鳥
観
察
を
行
い
ま
せ
ん
か
。
双
眼
鏡
の

使
い
方
か
ら
説
明
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

開
催
日　

３
月
１
日（
日
）、
８
日（
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

対　

象　

小
学
生
以
上

　
　
　

 

（
小
・
中
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

15
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
に
つ
き
３
０
０
円

持
ち
物　

防
寒
具
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
、
ポ
ケ
ッ

　

ト
野
鳥
図
鑑
（
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

締　

切　

開
催
日
の
前
日
、
17
時
ま
で

申
込
・
お
問
合
せ
／
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

電
話
（
２
８
３
）
８
７
０
０

●
や
ま
な
み
の
湯
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た

成
長
促
進
の
運
動
指
導
や
、
オ
イ
ル
を
使
っ
た

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　

２
月
５
日（
水
）、
18
日（
火
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

対　

象　

２
ヵ
月
か
ら
２
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　

と
そ
の
母
親

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯　

電
話　
（
２
８
０
）
３
３
４
０

　
内
藤    

電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）
６
１
０
０

●fum
i

メ
イ
ク
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
る
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
、

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

眉
毛
カ
ッ
ト
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
い

つ
も
と
違
う
自
分
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
！

開
催
日　

２
月
４
日（
火
）、
18
日（
火
）

時　

間　

11
時
〜
15
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
４
０



─７─

イ
ベ
ン
ト  

時　

間　

11
時
〜
15
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
４
０

●
図
書
館
で
シ
ネ
マ

　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
映
画
を
上
映
し

ま
す
。
申
込
不
要
で
参
加
無
料
で
す
。

 『
ブ
タ
が
い
た
教
室
』

開
催
日　

２
月
23
日（
日
）

●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
き
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

２
月
９
日（
日
）、
23
日（
日
）

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所

　

９
日　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室

　

23
日　

甲
西
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　

無
料
、
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　

２
月
13
日（
木
）、
27
日（
木
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

※
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要

お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
）
電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
20
分

お
問
合
せ
／
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
２
８
６

●
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
フ
ェ
・
ト
ー
ク

　

中
山
館
長
の
食
べ
も
の
の
考
古
学
シ
リ
ー
ズ

　

第
１
回「
イ
ネ
の
来
た
道（
ア
ジ
ア
編
）」

　

皆
さ
ん
が
食
べ
て
い
る
穀
物
や
果
物
な
ど
の

ル
ー
ツ
を
探
り
、
起
源
地
か
ら
ど
の
よ
う
に
南

ア
ル
プ
ス
市
に
根
付
い
て
行
っ
た
の
か
を
、
主

に
考
古
学
の
分
野
か
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

　

　

　

開
催
日　

２
月
24
日（
月
・
祝
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

 

（
お
話
は
正
味
１
時
間
。
そ
の
後
は
気
軽
に 

語 

　

ら
い
あ
い
ま
し
ょ
う
）

場　

所　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

講　

師　

中
山
誠
二
（
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
長
）

※
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
。

●
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館  
ミ
ニ
企
画
展

　

落
合
小
学
校
６
年
生「
ね
が
い
ま
ち
」展

　　
落
合
小
学
校
６
年
生
が
地
域
の
人
た
ち
に
実

際
に
会
い
、
地
元
へ
の
願
い
や
思
い
を
聞
き
取

っ
た
授
業
「
ね
が
い
ま
ち
」
。
児
童
が
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

期　

間　

２
月
14
日（
金
）〜
４
月
８
日（
水
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

費　

用　

無
料

お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

電
話
（
２
８
２
）
７
４
０
８

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

 

①
第
８
回
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

市
民
活
動
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。
地
域
の
事
例
や
本
年
度
テ
ー

マ
型
活
動
助
成
事
業
で
行
わ
れ
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
20
日（
木
）

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

〇
基
調
講
演

　
「
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始
め
た
わ
け
〜
地
域

資
源
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜
」一
般
財
団

法
人
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム 
大
木
貴
之 

氏
（
予
定
）

〇
事
業
報
告

●
安
藤
家
住
宅
ひ
な
ま
つ
り

　

国
重
要
文
化
財
の
旧
家
に
て
、
江
戸
か
ら
昭

和
ま
で
の
雛
人
形
約
１
６
０
体
を
展
示
し
ま
す
。

主
に
明
治
期
に
製
作
さ
れ
、
人
々
に
親
し
ま
れ

た
山
梨
独
自
の
雛
人
形
「
横
沢
び
な
」
も
登
場
。

安
藤
家
住
宅
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
是
非
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

２
月
７
日（
金
）〜
４
月
６
日（
月
）

※
火
曜
休
館

時　

間　

９
時
〜
16
時
30
分
（
最
終
入
館
16
時
）

場　

所　

安
藤
家
住
宅
（
西
南
湖
４
３
０
２
）

入
館
料　

大
人
３
０
０
円  

小
中
高
生
１
０
０
円

お
問
合
せ
／
文
化
財
課　電

話
（
２
８
２
）
７
２
６
９

安
藤
家
住
宅　

電
話
（
２
８
４
）
４
４
４
８

●
遊
・
湯
ふ
れ
あ
い
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

　
「
墨
亭
河
童  

新
春
落
語
会
」

　

さ
く
ら
の
里
温
泉
の
大
広
間
で
落
語
会
を
開

催
し
ま
す
。
特
製
お
蕎
麦
＆
温
泉
つ
き
。

開
催
日　

２
月
15
日（
土
）

時　

間　

食
事  

11
時
〜
13
時
30
分

　
　
　
　

開
演  

14
時

参
加
費　

１
，０
０
０
円
（
入
館
料
は
別
途
）

定　

員　

50
名
（
予
約
者
優
先
）

締　

切　

２
月
12
日（
水
）

申　

込　

施
設
受
付
ま
た
は
電
話
で
受
付

申
込
・
お
問
合
せ
／
遊
・
湯
ふ
れ
あ
い
公
園

　

さ
く
ら
の
里
温
泉
・
後
楽
園
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

電
話
（
２
８
２
）
７
６
１
０

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
旅
／

　

南
プ
ス
バ
ス
旅
実
行
委
員
会 

他

〇
そ
の
他
の
事
業
報
告

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
段
差
解
消
事
業
／
支
え
あ
う

　

会
ピ
ー
チ
＆
グ
レ
ー
プ
・
市
建
設
部

〇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

山
梨
県
立
大
学
特
任
教
授　

佐
藤
文
昭 

氏

 

②
市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　

個
人
や
市
民
団
体
の
み
な
さ
ん
の
情
報
交
換

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
す
対
話
の
場
で
す
。

開
催
日　

２
月
25
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
５



 

入
札
結
果

 12  月 の 入 札 結 果
●市役所関係 お問合せ／総務課　TEL 282-6542

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL 282-2016

 

市
民
か
ら

─８─

※入札結果の広報掲載については、３月号をもって終了します。
　入札結果は、市ホームページでも公開していますのでご確認ください。

開札日 件　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

12月4日 駒場浄水場系管路更新工事（２－６工区） 飯野新田地内 ㈱栄進設備工業 14,960,000

12月4日 舗装本復旧工事（百々工区） 百々地内 ㈱輪田道路 627,000

●
南
ア
ル
プ
ス
市
文
化
協
会

　

４
地
区
写
真
部
合
同
展

開
催
期
間　

２
月
27
日（
木
）〜
３
月
４
日（
水
）

場　

所　

市
立
美
術
館  

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
問
合
せ
／
藤
巻   

電
話
（
２
８
５
）
０
９
９
７

開札日 件　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

12月2日 芦安第２号源泉用温泉ポンプ交換工事 芦安芦倉地内 ㈱萩原ボーリング 6,930,000

12月2日 曲輪田防久保水路改修工事 曲輪田地内 金丸建設㈲ 1,980,000

12月2日 甲西市民総合グラウンド移転に伴う用地調査（再算定）業務委託 宮沢地内 ㈱ケイ・データエンジニア 4,048,000

12月12日 貸与被服購入（新規採用予定消防吏員4人分） 十五所地内 三和防災（株） 1,325,060

12月16日 公共下水道管渠布設工事（徳永１工区） 徳永地内 ㈲手塚建材興業 10,945,000

12月16日 井路縁川サイホン浚渫工事 荊沢地内 ㈱塩澤建設 34,650,000

12月16日 飯野原田水路改修工事 飯野地内 ㈱市口興業 4,070,000

12月16日 十日市場二本柳水路改修工事 十日市場地内 ㈲三双建設 2,189,000

12月16日 桃園地内農道舗装修繕工事 桃園地内 ㈱輪田道路 8,195,000

12月16日 国指定天然記念物三恵の大ケヤキ災害復旧工事 寺部地内 ㈱富士グリーンテック 3,025,000

12月16日 防災行政無線バッテリー交換工事（若草地区） 市内 ㈲シミズシステムズ 1,579,875

12月16日
（主）甲府南アルプス線舗装工事に伴う消火栓移設補償工事
（十五所工区）

十五所地内 ㈲江藤工業所 2,200,000

12月16日 八糸川４号橋損傷補修設計業務委託 藤田地内 ㈱ハヤテ・コンサルタント 3,278,000

12月16日 産業促進地域計画書基本調査業務委託 市内 ㈱ケイコンサルタント 2,596,000

●
第
28
回
北
地
区
分
館
ま
つ
り

開
催
日　

２
月
22
日（
土
）
、
23
日（
日
）

時　

間　

22
日 

９
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
　

23
日 

９
時
〜
15
時

場　

所　

北
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内　

容　

作
品
展
示（
絵
手
紙
・
書
道
・
写
真
・

　

陶
芸
等
）、
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
舞
踊
・
大
正
琴

　
・
伝
統
芸
能
等
）、
食
生
活
改
善
推
進
員
会
に

　

よ
る
試
食
の
提
供（
22
日
昼
）、
お
茶
席（
23
日

　

午
前
中
）

お
問
合
せ
／
北
地
区
分
館
長　

城
所 

弘
光

電
話
（
２
８
４
）
６
１
９
４

●
文
化
協
会
白
根
地
区
文
化
祭

　

展
示
と
芸
能
発
表
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
期
間　

２
月
15
日（
土
）〜
16
日（
日
）

※
芸
能
発
表
は
９
時
30
分
開
始

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

お
問
合
せ
／
小
野　

電
話
（
２
８
２
）
２
６
４
２

●
第
29
回
西
地
区
分
館
祭
り

開
催
日　

２
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）

時　

間

○
展
示　

15
日  

13
時
〜
17
時

　
　
　
　

16
日  

９
時
〜
15
時

○
発
表　

16
日  

12
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

西
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内　

容　

作
品
展
示
（
書
道
、
絵
画
、
盆
栽
、 

　

写
真
、
短
歌
、
俳
句
、
西
小
学
校
児
童
作
品
、

　

西
保
育
所
園
児
作
品
等
）、
ス
テ
ー
ジ
発
表 

   

（
下
市
獅
子
舞
、
高
尾
神
楽
、
高
尾
巫
女
の
舞
、 

　

舞
踊
、
３
Ｂ
体
操
、
西
保
育
所
園
児
遊
戯
）

お
問
合
せ
／
西
地
区
分
館
長　

桜
田

電
話
（
２
８
２
）
０
７
１
２

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案
内

　

〜
明
る
く
元
気
な

　
　

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
た
め
に
〜

開
催
日　

２
月
21
日（
金
）　

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

櫛
形
学
習
生
涯
セ
ン
タ
ー

内　

容　

入
会
案
内
お
よ
び
「
綾
小
路
き
み
ま

　

ろ
爆
笑
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ
」
上
映

参
加
費　

無
料　

定　

員　

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申　

込　

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。
入
場
整

　

理
券
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会　

電
話
（
２
２
８
）
８
３
８
３

イ
ベ
ン
ト  
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